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素を含んでいるように思える言葉と区別する意図を持って、John Donneが  Biathanatos（Donne 1608） の中で








































































































































































































（7） ロックはしばしばこのような議論を提示したとみなされるが（Holley 1989 p. 104, Cholbi 2012）、ロックは
自己保存以上の何か高貴な用途（nobler use）がある場合は、自殺や他の被造物を破壊することを認めてい
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とい
う条件付きのものだが、このような穏健な自殺擁護論に対して、自殺はどのような場合でも自
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（harm）を与える






























































































 　実は、【可能世界の比較】と類似的な考えが死の害（the harm of death）の分析において提案
されており、議論の蓄積がある。この考えは剥奪説（the deprivation account）と呼ばれている
が、それによると、死がその人にとって悪い出来事であるのは、その出来事によってその人が
死ななければ得ていたであろう価値ある人生が剥奪されるからだとされる（Nagel 1979, Feldman 
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説明することを目指しているという点である
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より良い人生を生きることができると言えるのか
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とを意味しており
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、前者の特殊性を否定することになる
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。このことから、【可能世界の比較】や【自
殺の福利】は人間などの自律的な行為者のみが持てる一種の尊厳性の否定につながるとの反論
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ど見られないということである












































































































































についての答えも自ずとでるのだろうか （Hursthouse 1999, Slote 2001, Swanton 2001）。それと
も、2つのアプローチは別種のものであり、後者を探究したからと言っても前者についての答
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